
日本機械学会年次大会ワークショップ 
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2030年の社会 
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イノベーションセンター 技術ロードマップ委員会企画 
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企画：平澤茂樹、渡邉政嘉 

司会：大富浩一 
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議事次第 

(1)技術ロードマップから見た2030年の社会  大富浩一(東大) 

(2)SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）提案へのロードマップ活用事例紹介： 

 機械材料・材料加工部門：秦誠一(名大) 

     設計工学・システム部門：野間口大(阪大) 

          討論 

(3)既存ロードマップの予測方向と実際の方向との比較の討論： 

 計算力学部門：大山聖(宇宙航空研究開発機構) 

     交通・物流部門：高田博(東理大)  

     熱工学部門：平澤茂樹(神戸大), 

 討論者：矢部彰(新エネルギー・産業技術総合開発機構) 
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技術ロードマップに関する活動 

•技術ロードマップの発信 
- 2007年より本格的に活動を開始、部門を中心とした技術
ロードマップを発信 

• 2016年5月号の日本機械学会誌で最新の技術
ロードマップを紹介 

- 部門発の技術ロードマップ：技術のトレンドを読む 

- 学会全体としての技術ロードマップ：技術のトレンドを創る 

•今年度から、部門発の技術ロードマップに加えて、機
械学会全体としてのマップの検討を開始 

- 自ら、問題を創るという（日本の弱い）ところにあえてチャ
レンジ 
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2007年 
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日本機械学会誌 2016年5月 小特集号 
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① 技術ロードマップの作成は，社会のニーズ把握，世界における技術開発の動向，技術の原理・メカニ
ズムとその限界の把握，経済性，産業規模，消費者の動向，社会受容性の変化などを総合的に
判断する必要があり，定量的な議論になりにくい分野である． 

② JSME ロードマップの考え方としては，ロードマップとして評価されている半導体分野のムーアの法則と同
様，技術のキーとなる汎用的物理パラメーターを学問的見地で見出し，その年次展開として記述す
ることを目指している．そのような中から，単なる物理パラメーターではなく，設計の分野では，付加価
値を与える「デライト設計」などの指標が出てきている． 

③ 産業技術は，多くの物理的なパラメーターの組合せで体系的に構成されると考えており，キーとなるパラ
メーターは，多くの分野の産業技術に共通する製品性能の指標となる． 

④ 効果としては，工学分野に将来像を提示することにより，技術・研究開発の参考になるとともに，機械
工学を始めとする工学分野のいっそうの進展に貢献できると考えている． 

⑤ 一方，情報技術の急速な進展により，イノベーションに相当する急激な社会変化が生じており，技術
ロードマップに記載されていない技術の展開によりロードマップの限界も議論されている．ホライズン・ス
キャニング活動という急激な社会変化を予測する活動により，急激な社会の変化を推定し，ロードマッ
プを社会変化に合わせて高度化することも必要である． 

⑥ 「社会と技術の関わり」は将来どのようになるのかという議論の中からは，高齢化の進展により，介護ロ
ボットや自動運転が重要になり，それに伴う事故の問題，社会的な責任の問題に関係して，リスク評
価が必須な課題となることが出てきている．このリスクコミュニケーションの重要性は，第5 期科学技術基
本計画の中でも取り上げられているSociety5.0 に関連する内容であり，技術を「解析技術（アナリシ
ス）」と「統合技術（シンセシス）」だけでなく，社会への影響や社会受容性を扱う「社会技術」の観
点からも検討することの重要性が示されている． 

⑦ また，技術ロードマップの議論により，将来の燃焼による二酸化炭素の排出低減を実現するためのボイ
ラー代替の高性能高温出力ヒートポンプの重要性が指摘され，国家プロジェクトに取り上げられているこ
とも，ロードマップの議論の重要性を示している． 

ロードマップ作成の趣旨と目的 – 矢部元会長の原稿より  出典: 機械学会誌Vol.119No.1170 
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機械工学全体の技術ロードマップ 

本年度、技術ロードマップ委員会の活動として開始 

将来社会を支える 
機械学会が作る技術ロードマップ 
～2050年の社会像を描いて～ 
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計算力学 バイオエンジニアリング 

材料力学 

機械材料・材料加工 

流体工学 

熱工学 

エンジンシステム 

動力エネルギーシステム 

環境工学 

機械力学・計測制御 

基礎潤滑設計 

設計工学・システム 

生産加工・工作機械 

生産システム 

ロボティクス・メカトロニクス 

情報・知能・精密機器 

産業・化学機械と安全 

交通・物流 宇宙工学 

技術と社会 マイクロ・ナノ工学 

スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス 

基盤技術 システム技術 応用技術 

日本機械学会の現状：部門を中心とした活動 
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As-Is 
（現状） 

To-Be 
（ビジョン） 

日本機械学会の現状と今後 

基盤技術 

システム技術 

応用技術 

基盤技術 

システム技術 応用技術 

これを実現するためのプロセスを描くのが 
“機械工学全体の技術ロードマップ” 
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外部要因(マクロ変数)
 人口減少・高齢化(日本)
 世界の人口増加・経済成長
 資源・エネルギー・食料の需要増加
 あらゆる面での情報化

理想とする
社会像

(ビジョン)

20502016

なりゆきの
社会像

JSME各部門が持つ技術

満足すべき要件(一例)
 CO2排出量80%削減
 資源・エネルギー・食料・水の安定供給
 雇用の創出
 地域間格差の是正

2050年社会像の作成方針 

• 現在から2050年を見通したとき社
会全体に影響を及ぼし、かつ、日
本の製造業がコントロールできな
い外部要因(マクロ変数)と、2050
年のあるべき社会像(ビジョン)に
向けて満足すべき要件の2つの面
に着目 

• このとき、漠然としたあるべき社会
像の実現に向けて役立つと思われ
る技術と、それらの技術によって引
き起こされる社会変化について、
各部門からインプットしてもらうこと
を想定 
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作成手順（第1ステップ）：各部門が考える2050年のビジョン 

(1) 2050年の社会像に関する資料を参考に各部門が考えるビジョンを描く 

(2) 具体的には、前頁に示す “なりゆきの社会像”を“理想とする社会像(ビジョン)”に持ち  

   上げるための方策・施策(技術を含む)を各部門で描く 

(3) 上記の(1)と(2)を自由記述＋キーワードで表現。さらに、(2)については時間軸で並べる   

   (ロードマップの作成) 

(4) 検討の際、デルファイ調査を参考にする 

http://www.nistep.go.jp/research/scisip/delphisearch 

ロードマップの表記イメージ例： 

2016 2050 

理想とする社会像 

なりゆきの社会像 
効率優先ものづくり（IT活用） 

活気のあるものづくり（創り手と使い手の融合） 

考えるものづくり（AI活用） 

“ものづくり”を例に 
• 2050年にものづくり技術で老若男女、製造業、顧客一体型の
分散型ものづくりを実現、これにより雇用、エネルギ、経済成長の
諸課題を解決する ワクワクするものづくり（ひとと機械の高度な融合） 
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